






要約:(1)高層住居は妊娠・分娩・育児に問題をもっている。母親の喫煙は同居する子ども

の呼吸器疾患のみならず、問題行動にも関与している。(2)子どものファーストフード,清

涼飲料水の摂取はその偏った栄養素内容のため健康を損なう恐れがある。(3)テレビ,テレ

ビゲームは子どもの生活時間帯のかなりを占め、適当な指導を行わないと健康を障害する

可能性がある。(4)骨形成によって思春期は重要な時期で、この時期の不適切な対応は、

成人,老年の骨異常の要因となる。(5)子どもの事故の実数を握むため常設のモニタリング

が望まれる。また事故防止には介入研究が必要である。


